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一
般
質
問

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
現
状
と
展
望

大
場
洋
介
議
員

　電
力
の

小
売
り
が
自
由
化
さ
れ
、

「
新
電
力
」
へ
の
関
心
や

「
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
未

来
へ
繋
が
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
新
産
業
分
野

を
生
み
出
し
、
雇
用
拡
大

と
し
て
地
域
経
済
に
貢
献

す
る
も
の
と
期
待
す
る
が
、

町
長
の
認
識
と
考
え
は
。

町
長

　温
室
効
果
ガ
ス
を

排
出
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
比
率
を
高
め
て
い
く

た
め
に
も
、
極
め
て
大
切

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
大

き
な
方
向
性
と
し
て
推
進

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、

技
術
的
な
問
題
や
コ
ス
ト

低
減
の
課
題
を
意
識
す
る
。

町
が
直
接
、
事
業
の
実
施

主
体
と
し
て
リ
ー
ド
し
て

い
く
よ
り
は
、
最
新
の
情

報
や
社
会
の
趨
勢
を
見
極

め
な
が
ら
、
専
門
性
を
有

し
、
企
業
が
事
業
展
開
で

き
る
よ
う
な
協
力
体
制
を

検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

民
間
事
業
者
と
の

関
連
性
と
課
題

大
場
議
員

　自
然
資

本
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
る
も
の

で
あ
る
。
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の

関
わ
り
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
。

総
合
政
策
課
長

　設

備
へ
の
直
接
的
な
補
助
で

は
な
い
も
の
の
、「
金
山
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
動
支
援
事

業
費
補
助
金
」
を
５
年
間

の
年
限
を
定
め
て
実
施
し

た
。
地
方
創
生
に
繋
が
る

地
域
活
性
化
、
交
流
拡
大

及
び
雇
用
対
策
等
を
目
的

に
し
た
活
動
経
費
に
対
し

て
交
付
し
た
。
今
後
も
継

続
的
事
業
を
遂
行
し
て
頂

き
、
適
切
な
管
理
を
お
願

い
し
た
い
。

小
水
力
発
電
へ
の
可
能

性
の
認
識
は

大
場
議
員

　特
定
非
営
利

活
動
法
人
か
ね
や
ま
電
雪

の
取
組
み
は
、
水
資
源
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
可
能

性
は
大
き
い
と
感
じ
た
。

条
件
に
合
っ
た
地
域
へ
導

入
し
推
進
す
る
事
も
大
切

で
あ
る
。
小
水
力
発
電
設

備
に
つ
い
て
、
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。

総
合
政
策
課
長

　以
前
、

景
観
の
問
題
や
発
電
装
置

の
形
状
な
ど
紆
余

曲
折
を
経
な
が
ら
、

大
雨
に
よ
る
発
電

機
器
の
破
損
も
懸

念
さ
れ
、
設
置
断

念
し
た
経
緯
が
あ

る
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
推
進

す
べ
き
と
考
え
る

が
、
全
国
的
に
も

先
駆
的
な
取
組
み

に
大
き
な
関
心
を

寄
せ
、
実
証
結
果

や
新
た
な
取
組
み

に
注
目
し
た
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
補
助
の

対
応
は

大
場
議
員

　発
熱
症
状
の

無
い
方
や
社
会
経
済
活
動

の
中
で
、
本
人
希
望
に
よ

り
不
安
を
抱
え
る
人
が
受

け
や
す
い
体
制
づ
く
り
も

必
要
と
感
じ
る
。
全
額
自

己
負
担
軽
減
策
と
し
て
検

査
補
助
に
つ
い
て
、
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長

　県
立
河

北
病
院
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
主
検

査
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ

る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
開
始
す
る
予
定
で
あ

り
、
全
国
的
に
コ
ロ
ナ
感

染
者
数
も
減
少
す
る
と
予

想
す
る
。
希
望
者
へ
は
受

診
を
促
す
と
共
に
、
補
助

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

に
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

検
査
等
へ
の
補
助
の
必
要

性
を
見
極
め
て
参
り
た
い
。

3月定例会の初日（3/4）に次の事項について一般質問が行われた。（通告順）

一
般
質
問

回答 技術的､コスト低減の課題として意識

町政を質す
ただ

◆ 大場　洋介　議員 ‥‥‥ P11
　　① 環境政策の取り組みについて
　　② 検査費補助について

◆ 中村　忠行　議員 ‥‥‥ P12
　　① 行政の効率化

◆ 星川　智子　議員 ‥‥‥ P13
　　① 新型コロナの問題が一年に及び、町民や町内産業
　　　 などに出ている影響を町はどう捉えているか

◆ 須藤　典夫　議員 ‥‥‥ P14
　　① 新型コロナウイルス対策のワクチン接種に万全を期した対策を
　　②「明るい職場」にしたいとの所信表明は職員に届いているか
　　③ 男女共同参画計画について

一般質問とは
　年４回の定例会で行う。議員が町の行政全般について、事
業執行の状況や将来の方針等について所信を質し、あるいは、
報告や説明を求めるなどの政策論議の場である。
　町議会では、質問要旨を事前に通告することとし、６０分
という限られた時間内で、大所高所からの建設的で簡明な質
問が求められている。

今後の小水力発電設備
　　　　　の可能性は

環
境
政
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

検
査
費
補
助

　
　

  

に
つ
い
て

大 場 洋 介 議員

｢金山町NPO法人活動支援事業費補助金｣を活用した太陽光発電（下向）


